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報道関係各位 

 

－多目的コホート研究（JPHC研究）からの成果－ 

自覚的ストレスとがん罹患との関連について 
 

 

2018年 1月 20日 

国立研究開発法人 国立がん研究センター 

 

国立研究開発法人国立がん研究センター（理事長：中釜斉、所在地：東京都中央区）は、日本人での

がん・心筋梗塞・脳卒中など成人病の発症と、食習慣・運動・喫煙・飲酒など生活習慣との関係を調査し、

生活習慣の改善により、これら疾病の発症を防ぐことを目的とした「多目的コホートに基づくがん予防な

ど健康の維持・増進に役立つエビデンスの構築に関する研究（多目的コホート研究：JPHC Study）」（主

任研究者 津金昌一郎 国立がん研究センター 社会と健康研究センター長）を行っています。多目的コ

ホート研究は、全国 11 保健所や国立循環器病研究センター、大学、研究機関、医療機関などとの共同

研究で実施され、これまでに多数の調査結果を公表しています。 

 

研究概要 

 今回の研究では、40～69歳の男女約 10万人について、1990年（または 1993年）から 2012年まで

追跡調査し、自覚的ストレスの程度およびその変化とがん罹患との関連を調査しました。 

その結果、追跡調査中にがんに罹患したのは 17,161 人で、長期的にみて、自覚的なストレスレベル

が高いと、全がんで罹患リスクが高くなり、その関連は男性で強くみられることが分かりました。また、罹

患したがんを臓器別にみると、特に、肝がん・前立腺がんで自覚的ストレスが高いとリスクの上昇がみら

れました。 

 

調査概要 

調査対象： 1990 年に岩手県二戸、秋田県横手、長野県佐久、沖縄県中部に在住か、1993 年に茨城

県水戸、新潟県長岡、高知県中央東、長崎県上五島、沖縄県宮古、大阪府吹田の10保健所管内（呼称

は 2017年現在）在住者でがんではなかった方 

対象者数（男女）： 101,708人（男性：48,588人、女性 53,120人） 

調査項目： 生活習慣に関するアンケート調査 

 

 



 

2 

 

 

自覚的ストレスとがん罹患との関連について 

 

私たちは、いろいろな生活習慣と、がん・脳卒中・心筋梗塞などの病気との関係を明らかにし、日本人

の生活習慣病予防や健康寿命の延伸に役立てるための研究を行っています。 

 

平成 2年（1990年）と平成 5年（1993年）に、岩手県二戸、秋田県横手、長野県佐久、沖縄県中部、

茨城県水戸、新潟県長岡、高知県中央東、長崎県上五島、沖縄県宮古、大阪府吹田の 10 保健所管内

（呼称は 2017 年現在）にお住まいだった方々のうち、がんになっていなかった 40～69 歳の男女約 10

万人を、平成 24 年（2012 年）まで追跡した調査結果にもとづいて、自覚的ストレスとがん罹患との関連

を調べました。その研究結果を論文発表しましたので紹介します（Scientific Reports. 2017 Oct 

11;7(1):12964）。 

 

現在までの研究から、ストレスは様々な病気のリスク要因であることが示唆されていますが、そのメカ

ニズムは解明されていません。また、がんとの関連についても研究が進んでいません。その理由として、

主観的な情報であるストレスの程度を測定することが難しいことが挙げられます。また、慢性的なストレ

スは、一時的なストレスよりも、生理的影響や行動パターンへの影響も大きく、病気のリスク要因となるこ

とが示唆されていますが、慢性的なストレスの影響を考慮した研究が少ないことも理由のひとつとして挙

げられます。そこで、自覚的ストレス及び自覚的ストレスの変化と、全がん罹患リスクとの関連を検討す

ることを今回の研究の目的としました。 

 

長期間にわたる自覚的ストレスは全がん罹患のリスク上昇と関連 

本研究の追跡調査中（平均 17.8年）に、男女計 17,161人のがん罹患が確認されました。 

調査開始時のアンケートの回答から、日常的に自覚するストレスの程度について 3 つのグループ（低、

中、高）に分けて、その後の全がん罹患を比較しました。自覚的ストレスレベルが「低」のグループを基準

とし、それ以外のグループのがんリスクを比較したところ、調査開始時の自覚的ストレスレベルと全がん

罹患との間に統計学的有意な関連は見られませんでした。 

次に、対象者のうち、調査開始時と 5 年後調査時のアンケート両方の回答者（79,301 人）について、

自覚的ストレスに関する回答の組み合わせから、その変化を 6つのグループ（常に低、常に低・中、常に

中、高が低・中に変化、低・中が高に変化、常に高）に分け、がん罹患リスクとの関連を検討した結果、う

ち 12,486人（男性 7,607人、女性 4,879）のがん罹患が確認され、常に自覚的ストレスレベルが高いグ

ループは、常に自覚的ストレスレベルが低いグループに比べ、全がん罹患リスクが 11％上昇していまし

た。 
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図１．自覚的ストレスレベルと全がん罹患リスク(男女計) 

 ＊調査開始時の年齢、地域、性別、心理的要因、BMI、喫煙状況、飲酒状況、職業、運動、同居の有

無、野菜・果物摂取量、がん家族歴で調整。 

 

ストレスとがん罹患はどう関係しているのか 

本研究の結果から、長期的にみると、自覚的ストレスレベルが高ければ、全がん罹患リスクが高くなる

という関連が認められました。本研究では、男性で、この関連が強くみられ、全体の結果に影響を与えた

と考えられます。この理由として、本研究の対象者のうち、常に高いストレスを受けていたのは主に男性

であったこと、また、女性よりも男性の方がストレスに対する生理的影響が大きい可能性が考えられます。

また、ストレスレベルが高い男性は、喫煙や飲酒など、がんのリスク要因となる生活習慣をもつ傾向が

強く、統計学的にこれらの影響は考慮したものの、完全に取り除くことはできなかった可能性があります。

臓器別でみると、特に、肝がん・前立腺がんで自覚的ストレスが高いとリスクの上昇がみられました。ス

トレスががんを引き起こすメカニズムは良く分かっていませんが、動物実験では、免疫機能の低下を通じ

て他の肝疾患を発症し、発がんに至ることが報告されていることから、肝がんは特にストレスの影響を受

けやすい可能性が考えられます。他部位のがんについては現在まで得られた知見が少なく、今後ストレ

スとがん罹患のメカニズムについて更なる検討を行うことが重要といえます。 
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【発表論文】 
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M, Sasazuki S, Ye W, Inoue M, Tsugane S. 
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【研究費】 

国立がん研究センター研究開発費（29-A-4） 

多目的コホートに基づくがん予防など健康の維持・増進に役立つエビデンスの構築に関する研究（多目

的コホート研究） 

 

【多目的コホート研究の結果について】 

 多目的コホート研究は、日本で実施された最も長期的で大規模な観察型の研究の一つです。疫学研

究の中ではより信頼性の高い方法で行われ、あるテーマについての結論を導くための科学的根拠の一

つとして参考になると考えられます。しかし、まず、観察型の研究の限界として、結果を見えにくくするさ

まざまな要因（偶然、偏り、交絡）をすっきりと排除することができないという問題があります。 

 多目的コホート研究の結果が他のコホート研究と結果が一致しないこともありますし、観察期間や対象

の取り方によって結果が変わってしまう可能性もあります。また、ある結果が観察されたということは、逆

にその結果の実現によって目的が達成できることと同じではありません。その確認には、研究を介入型

の試験という次の段階に進める必要があります。 

 また、あくまで一つの基礎的な医学論文による報告であり、そのまま広く応用できるという段階のもの

ではありません。応用のためには、さらに、いくつかの科学的根拠を総合的に評価した上で作成された

指針（ガイドライン）を参考に、性別、年齢、ライフステージなどそれぞれの背景に応じて、健康に良い面

と悪い面のバランスを考えた上で、生活に取り入れるというステップが必要です。詳しくは、次のホーム

ページをご覧ください。国立がん研究センターによる「多目的コホート研究」 http://epi.ncc.go.jp/jphc/ 

 

＜報道関係のお問い合わせ先＞ 

多目的コホート研究事務局 

国立研究開発法人 国立がん研究センター 予防研究グループ内 

〒104-0045 東京都中央区築地 5-1-1 

TEL：03-3542-2511 FAX：03-3547-8578 

E メール：jphcadmin@ml.res.ncc.go.jp 

 

その他全般 

国立研究開発法人 国立がん研究センター 企画戦略局 広報企画室 

TEL：03-3542-2511 FAX：03-3542-2545  

E メール：ncc-admin@ncc.go.jp 


